
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１8 年 3 月 

社会福祉法人神奈川県総合リハビリテーション事業団 

厚木看護専門学校 
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1．２０１７年度の自己点検・自己評価 

１）取り組み総括 

自己点検・自己評価の実施は、２００５年度より２０１４年度までは 2年毎であった。PDCA サイク

ルを効果的に回していくために、２０１５年度より毎年の実施とした。 

２０１７年度は、２０１６年度の評価から３つの課題を見出し、職員全体への自己点検・自己評価

についての学習会を実施し取り組んだ。以下に課題の取り組みを述べる。 

（１）学修成果：２０１６年度「新人看護師のつどい」のアンケート項目が技術と知識が合わせた評価

項目となっていたため、成果が分かりにくいことが課題であった。今年度、実習評価

の到達度について知識と技術に分けた評価項目とした結果、知識と技術の評価に

差はなかった。また、「看護師に求められる実践能力と卒業時の到達目標の結果」

について見直しを行い修正したものを活用した。 

（２）財 務：財務の指標について明確でないため、財務の評価をするための情報が周知され

ていないことが課題であった。今年度、状況や指標について職員会議にて共有を

した。予算収支計画では、次年度に向けて実習謝礼の適切な単価設定と財源確

保に向けて授業料の見直しを行った。情報公開については、看護学校拠点での財

務状況の情報公開を行った。 

（３）研究活動への支援：研究活動への支援については、時間的・財政的・環境的支援内容につ

いて周知への課題があった。今年度、職員会議を活用し、研究助成金の紹介、倫

理委員会の定期開催、研究活動の保障、研究活を助言・検討する体制、研究活動

を教員相互で支援し合う文化的素地についての支援状況や指標、評価を行う上で

の参考資料について共有した。 

 

２）実施 

 ２０１７年度も自己点検・自己評価は全職員で取り組んだ。また、昨年度より事業団関係者以外 

の厚木看護専門学校関係者評価会議「明日の厚木看護専門学校を考える会」に今年も取り組ん 

だ。学校関係者評価（事業団関係者）については、今年度は実施しなかった。 

（１）自己点検・自己評価について 

①対 象 者：教職員３４名 回収率１００％ 

②実 施 日：２０１７年１２月７日～２０１７年１２月１４日 

③評 価 項 目：Ⅰ教育理念･目的、人材育成、Ⅱ学校運営、Ⅲ－１教育活動－２実習、  

Ⅳ学修成果、Ⅴ－１学生支援－２学生生活の支援、Ⅵ教育環境、Ⅶ学生募集、 

Ⅷ財務、Ⅸ法令等の遵守、Ⅹ社会貢献・地域交流、Ⅻ看護研究 

④評 価 基 準：「不適切…１、やや不適切…２、ほぼ適切…３、適切…４」の４段階とした。 

⑤結 果：２０１７年度自己点検・自己評価の結果は、全体平均３．８９で、昨年より０．３２上 

  昇した。２０１７年度の結果３．５以下は「学修成果」の１項目であり、３．４５であっ

た。詳細はレーダーチャート図１に示した。 

⑥今後の課題：２０１７年度の結果３．５以下の「学修成果」の１項目であった。内容として卒業

後の活躍、キャリア形成への効果の活躍の把握が十分でなく、学校の教育活動

の改善に活用されていなことが課題であった。次年度の重点課題として取り組
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む。また、「国際交流」を２年削除していたが、世の中の動向から次年度は再開

する必要がある。今後も教職員全員が自己点検・自己評価の意義を考え情報

共有しながら取り組む。 

（２）学校関係者評価「明日の厚木看護専門学校を考える会」について 

①対象者：１０名であり、その内訳は関連業者等関係者、卒業生、学識経験者、講師、地域関

係者、保護者 

②実施日：２０１７年９月１３日 

③方 法：２０１６年度自己点検・自己評価結果と取り組みの報告と意見交換を実施 

④内 容：主に「看護師としての態度育成」について話し合った。 

 

２０１７年度と２０１６年度自己点検・自己評価大項目の平均値の結果をレーダーチャート図１に

示す。 
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各項の細項目のレーダーチャートを図２から図１４に示す。 

 

１．教育理念・目標 

 

 

 

 

２．学校運営 
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３-１．教育活動 

 
 

 

 

 

３-２．実習 
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４．学修成果 

 

 

 

 

 

５-１．学生支援 
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５-２．学生生活の支援 
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７．学生の受け入れ募集 
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９．法令等の遵守 

 

 

 

 

 

１０．社会貢献・地域貢献 
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１２．研究活動への支援 
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